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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・ライトテーブル、マテリアルを用いたコーナー

・ICT機器を用いた表現活動(看板作り、カカシ作り)

・iPadを用いた写真撮影や、調べたり、知る探求活動

・モバイルディスプレイやプロジェクターを使った活動共有

4月:鳥とコミュニケーションを取る為にバードコールを作る。園庭横にヒヨドリの巣や卵との出会う。

5月:ヒヨドリの巣に親鳥がいなくなったことから、親鳥を巣へ呼ぶ為に行動を起こす(葉っぱの壁作り、鳥

のなりきり衣装制作)

6月～７月:卵を守る為、カラスを追い払うカカシ作り(ICT機器活用)、カラスの為の居場所を作り、共に暮

らす為に試行錯誤していく。

8月:人も、鳥もカラスもみんなを大切にしようと行動したアートパネル作り(ICT機器活用)

9月:鳥と仲良くする為に大切だと思う気づきを、地域の方や保護者に伝えていく。(マルシェ)

10月:鳥が人の言葉を理解できないという気づきから、鳥の言葉を考え、鳥に伝えたい想いやメッセージを

バードコールで伝えていく。

11月:人も鳥も花も大切にして欲しいという思いを看板にしていく。(ICT機器活用)

12月:自分たちの経験を元に、発表会で鳥との共生に必要だと感じた視点を表現し、伝えていく。

１月:人も鳥も楽しめるカフェ“鳥あんずカフェ”のコーナー作りを行う。

２月、3月:鳥の暮らしを考え、ゴミのない街をつくる為の探求を行う。

東京都練馬区西大泉5-30-13

社会福祉法人ChaCha Children & Co.

・鳥と友だちになるために

・園庭や散歩先で出会う様々な鳥に興味を持ち、鳴き声を真似してみるなど“鳥と仲良くなるた

めに”行動を起こす姿が見られた。これらの興味関心をきっかけに、自分たちの街で、人や、動

植物と共によりよく暮らしていく為の方法を探求していけるのではないかと考えた。

66-0905

ChaCha Children Oizumi



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・「鳥と仲良くなりたい」という子どもたちの想いは、「人も鳥も大切にしたい」という想いへ

と広がり、それらの子どもたちの価値観を地域社会へと伝えていくことへと繋がっていった。保

育者が、子どもたちの考えに共鳴し、子どもたちの考える世界に同じ目線で入り込むことで、活

動や学びの連続性が生まれていくのだと気づいた。また、子どもたちが表現する為のツールを画

材だけでなく、ICTを様々なカタチで活用することで、子どもの表現の可能性がより深まるのだ

と、この実践を通して感じた。

興味のある事象を探求し、より深めていく為のツールとして、知る、調べる、聞く、描く、編集

するなどの活動にICT機器を活用し、「鳥と仲良くなるために」をキーワードに、子どもたちが

自ら行動できる環境構成や、活動内容を意識した。２．活動スケジュール参照

iPadを使用し、描いた鳥の絵を編集した際には、「色んな種類の鳥が、公園で仲良く遊んで

いるところにしよう」「僕たちも公園で遊ぶから、鳥もみんなも同じだね」と、子どもたちが

「みんなが大切」という価値観を、表現活動や対話の中で、少しずつ築いていく姿が見られた。

ドキュメンテーション別紙参照



自分たちになにができる？
ChaCha Children Oizumi

あんずグループ

よりよく理解しようと思う気持ちが
僕たちの原動力になる 2025年度 園テーマ

暮らしまるごと暮らしごと
～今日を語ろう～

鳥と 卵と 私の暮らし



～ 私たちの価値観を築く～

[みんな大切みんな友だち]

ChaCha Children Oizumi
あんずグループ

“鳥も人も大切にしたい”
その想いを、もっとたくさんの人に届けたい

2025年度 園テーマ
暮らしまるごと暮らしごと

～今日を語ろう～
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